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■ 

文
化
的
施
設
の
建
設
予
定
地

　
文
化
的
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
続
き
検
討
委
員
会
で
の
協
議
、
専
門
家

を
招
い
て
の
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
議
論

を
深
め
て
お
り
、
年
内
に
は
基
本
計
画
を
策

定
し
、
本
年
度
中
に
は
公
募
に
よ
る
設
計
事

業
者
の
選
定
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
施
設
は
窪
川
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
、
候

補
地
の
選
定
に
つ
い
て
も
周
辺
商
店
街
へ
の

人
の
流
れ
を
創
出
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
３
月
に
は
四
万
十
町
市

街
地
再
生
基
本
構
想
を
策
定
し
て
市
街
地

ご
と
の
整
備
方
針
を
示
し
、
窪
川
市
街
地
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
中
で
、
岩
本
寺
や
旧
都
築
邸

の
周
辺
を
歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置

付
け
、
旧
役
場
庁
舎
跡
地
を
文
化
的
施
設
の

有
力
な
候
補
地
と
し
て
、
こ
の
構
想
に
関
す

る
意
見
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
関
す
る

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
、
施

設
の
基
本
計
画
策
定
の
た
め
建
設
予
定
地
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
複
数

の
候
補
地
を
比
較
検
討
し
た
町
と
し
て
の
考

え
と
選
定
理
由
を
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
候
補
地
の
一
つ
で
あ
る
「
四
万
十

緑
林
公
園
」
に
つ
い
て
は
、
四
万
十
会
館
や

窪
川
中
学
校
・
高
校
に
近
い
と
い
う
利
点
は

あ
る
も
の
の
、
応
急
救
助
機
関
の
活
動
拠
点

に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
災
害
時
に
は
敷

地
の
大
部
分
が
拠
点
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
や
、中
心
市
街
地
か
ら
の
距
離
も
あ
り
、

車
な
ど
を
利
用
し
な
い
方
に
は
不
便
で
あ
る

な
ど
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
建
設
予
定
地

に
は
適
さ
な
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
窪
川
駅
お
よ
び
役
場
西
庁
舎
前

民
有
地
」
は
、
駅
周
辺
の
た
め
徒
歩
で
の
利

用
は
利
便
性
が
高
い
も
の
の
、
駐
車
場
を
含

め
た
用
地
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
土
地
の

取
得
費
又
は
借
地
料
な
ど
多
額
の
財
政
負
担

が
発
生
す
る
ほ
か
、周
辺
に
は
民
家
も
多
く
、

施
設
が
３
階
建
て
以
上
と
な
る
場
合
は
日
照

条
件
な
ど
で
周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
に
迷
惑
を

か
け
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
予
定

地
に
は
適
さ
な
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
旧
役
場
庁
舎
跡
地
」
は
、
周
辺

に
利
用
余
地
の
あ
る
老
朽
建
築
物
や
空
き
地

が
多
く
、
文
化
的
施
設
を
核
と
し
た
周
辺
環

境
の
発
展
性
が
高
い
ほ
か
、
約
３
千
３
０
０

㎡
全
て
が
町
有
地
で
あ
り
、
施
設
に
必
要
な

駐
車
場
用
地
も
含
め
て
十
分
な
敷
地
が
確
保

で
き
る
こ
と
か
ら
、
建
設
時
の
財
政
負
担
を

最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、
確
実
な
事
業
実
施
が

見
込
め
る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
た
結

果
、「
旧
役
場
庁
舎
跡
地
」
を
文
化
的
施
設

の
建
設
予
定
地
と
し
て
決
定
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、「
旧
役
場
庁
舎
跡
地
」
に
文
化

的
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
施

設
整
備
計
画
や
基
本
設
計
の
作
業
を
行
い
、

計
画
の
具
体
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
等

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
29
年
５
月
に
公
布
さ

れ
た
「
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
新
た
な

非
常
勤
の
職
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

本
町
の
臨
時
職
員
、
嘱
託
員
な
ど
が
、
来
年

度
か
ら
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
移
行
し

ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
１
会
計
年
度
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
任
用
さ
れ
る
非
常
勤
の

職
で
あ
り
、
勤
務
形
態
は
正
規
職
員
と
同
一

の
勤
務
時
間
の
フ
ル
タ
イ
ム
と
、
そ
れ
以
外

の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
二
つ
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
経
験
年
数
を
考
慮
し
た
給
料
・
報

酬
額
の
設
定
、
期
末
手
当
の
支
給
な
ど
、
新

た
な
勤
務
条
件
は
現
在
調
整
中
で
あ
り
、
今

年
中
に
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
臨

時
職
員
、
嘱
託
員
な
ど
と
同
様
、
町
政
運
営

に
不
可
欠
な
職
員
で
す
の
で
、
で
き
る
限
り

勤
務
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

■ 

高
幡
西
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
の
解
散
に
係
る
経
過
お
よ
び

予
定
等

　
先
の
定
例
会
で
報
告
し
ま
し
た
高
幡
西
部

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
の
解
散
に
係
る

そ
の
後
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま

す
。

　
ま
ず
、
本
町
と
中
土
佐
町
の
６
月
定
例
議

会
で
、「
高
幡
西
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
」
の
議
決
を
い
た
だ
き
、６
月
20
日
に
「
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
書
」
を
取
り
交
わ

し
ま
し
た
。

　
６
月
27
日
に
は
、
同
組
合
か
ら
県
知
事
に

対
す
る
規
約
変
更
の
許
可
申
請
が
行
わ
れ
、

７
月
２
日
の
許
可
を
受
け
、
解
散
な
ど
の
規

定
を
追
加
し
た
変
更
後
の
規
約
が
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
８
月
１
日
の
第
２
回
連
絡
調
整

協
議
会
で
は
、
地
方
自
治
法
、
同
組
合
規

約
に
基
づ
く
事
務
手
続
き
の
調
整
な
ど
を
行

い
、
議
決
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
両

町
と
も
９
月
定
例
議
会
に
議
案
を
上
程
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
議
案
の
議
決
後
に
は
２
町
間
で
正

式
協
議
を
行
い
、
協
議
書
を
取
り
交
わ
し
て

県
知
事
に
届
出
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
解
散
は
本
年
度
末
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
時
点
で
同
組
合
は
存
在
し
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
直
営
と
す
る
た
め
の
予
算
、

職
員
を
含
め
た
体
制
の
確
保
が
必
要
で
す

が
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
解
散
後
に
つ
い
て
も
、
施
設
の
利

用
者
、
利
用
希
望
者
に
と
っ
て
最
善
と
な
る

施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

■ 

四
万
十
町
高
校
生
海
外
研
修

　
８
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
、
カ

ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
で
現
地
研
修
を
実
施

し
、
生
徒
13
名
と
引
率
２
名
の
15
名
は
、
全

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
つ
く
り
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
高
校
応
援
大
作
戦
の
一
環

と
し
て
、
多
感
で
将
来
を
考
え
る
大
事
な
時

期
に
、
海
外
生
活
を
通
し
て
広
い
視
野
と
判

断
力
、
行
動
力
を
育
み
、
国
際
理
解
を
深
め
、

社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
の
育

成
を
目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で

す
。

　
本
年
度
も
希
望
者
全
員
の
参
加
を
決
定
し
、

町
営
塾
「
じ
ゆ
う
く
。」
で
の
事
前
研
修
を
経

て
、
現
地
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活
を
経
験

し
ま
し
た
。

　

異
文
化
と
生
き
た
英
語
に
同
時
に
触
れ
ら

れ
る
環
境
の
も
と
、
自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

精
神
と
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
体
験
が
、
今
後
の
高
校
生
活

に
も
大
い
に
生
か
さ
れ
、
将
来
そ
れ
ぞ
れ
が

地
域
で
活
躍
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

■ 

ふ
る
さ
と
納
税

　

平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
伴
い
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
寄
附
金
額

の
３
割
以
下
、
地
域
内
の
地
場
産
品
と
す
る

こ
と
な
ど
の
基
準
が
設
け
ら
れ
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
対
象
自
治
体
と
な
る
に
は
総
務
大
臣

の
指
定
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
５
月
に
指
定
を
受
け
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
今
年
度
８
月
末
現
在
で
の
寄
附

金
額
は
、
２
億
３
千
５
０
０
万
円
余
り
、
寄

附
件
数
は
１
万
６
千
５
０
０
件
と
な
っ
て
お

り
、
昨
年
同
時
期
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

■ 

地
産
外
商

　

昨
年
度
か
ら
に
ぎ
わ
い
創
出
課
内
に
地
産

外
商
室
を
設
置
し
て
地
産
外
商
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
本
年
４
月
に
国
際
展
示
場
で
開

催
さ
れ
た
商
談
会
を
契
機
と
し
て
、
本
町
特
産

の
豚
肉
「
四
万
十
ポ
ー
ク
」
が
、
在
日
フ
ラ
ン

ス
大
使
館
で
開
か
れ
た
パ
リ
祭
で
来
場
者
に
振

る
舞
わ
れ
、
四
万
十
ポ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値

の
向
上
に
寄
与
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
高
知
県
産
品
商
談
会
な

ど
に
計
４
回
参
加
し
、
宣
伝
の
補
助
や
取
引

先
の
紹
介
な
ど
事
業
者
を
支
援
し
た
ほ
か
、

飲
食
店
や
卸
売
業
者
な
ど
取
引
先
候
補
に
対

す
る
町
内
事
業
者
へ
の
訪
問
誘
致
ア
テ
ン
ド

も
本
年
度
に
４
回
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
町
内
14
事
業
者
に
対
し
、

ス
ー
パ
ー
や
ホ
テ
ル
な
ど
か
ら
32
件
の
契
約

成
立
又
は
前
向
き
な
話
が
き
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
町
外
か
ら

の
加
工
品
の
委
託
製
造
案
件
の
仲
介
、
あ
ぐ

り
窪
川
の
豚
ま
ん
加
工
場
の
新
設
に
合
わ
せ

た
支
援
、
秋
葉
原
の
日
本
百
貨
店
で
の
町
産

品
の
販
売
、
れ
ん
け
い
こ
う
ち
を
活
用
し
た

販
路
開
拓
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

志
国
土
佐　
時
代
の
夜
明
け
の
も

の
が
た
り

　
Ｊ
Ｒ
四
国
の
観
光
列
車
「
志
国
土
佐　

時

代
（
と
き
）
の
夜
明
け
の
も
の
が
た
り
」
が
、

来
年
春
か
ら
土
讃
線
の
高
知
～
窪
川
間
で
土
・

日
・
祝
日
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
含
め
て
年
間

約
２
０
０
便
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
列
車
は
、同
社
が「
も
の
が
た
り
列
車
」

と
し
て
既
に
運
行
し
て
い
る
愛
媛
県
の
「
伊

予
灘
も
の
が
た
り
」、
香
川
・
徳
島
県
の
「
四

国
ま
ん
な
か
千
年
も
の
が
た
り
」
に
続
く
も

の
で
、
今
回
の
列
車
は
窪
川
駅
が
終
着
・
始

発
駅
の
た
め
、
本
町
に
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
列
車
の
上
り
線
で
提
供
さ
れ

る
料
理
の
一
部
に
は
、
本
町
の
民
間
事
業
者

が
関
わ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
列
車
の
利
用
客
に
本
町
を

旅
行
先
の
一
つ
と
し
て
選
択
し
、
周
遊
し
て

町
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
観
光
協
会

を
は
じ
め
と
す
る
民
間
事
業
者
や
住
民
と
連

携
し
た
列
車
の
お
出
迎
え
の
ほ
か
、
町
内
の

観
光
地
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
関
連
付
け
た
新

企
画
の
提
案
な
ど
に
よ
り
観
光
振
興
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■ 

小
久
保
川
上
池
災
害
復
旧
工
事

　

小
久
保
川
上
池
は
、
西
原
地
区
に
位
置
す

る
堤
高
６
ｍ
、
堤
長
84
ｍ
、
貯
水
量
１
万
㎥

の
農
業
用
た
め
池
で
す
が
、
平
成
29
年
６
月

の
豪
雨
に
よ
り
約
10
ｍ
の
区
間
が
破
堤
す
る

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
計
画
で
は
、
昨
年
度
に
災
害
復
旧
工

事
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
２
度
に
わ
た
る

入
札
不
調
の
た
め
今
年
度
に
行
う
こ
と
と
な

り
、
本
年
７
月
に
国
の
変
更
承
認
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
町
の
予
算
は
、
今
議
会
に
上

程
し
て
い
ま
す
の
で
、
議
決
後
は
速
や
か
に

入
札
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
、
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

　

関
係
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
工
事
が
完
成

す
る
ま
で
の
間
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■ 
小
中
学
校
適
正
配
置
計
画

　

教
育
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
て
、
本

年
７
月
に
第
２
期
四
万
十
町
立
小
中
学
校
適

正
配
置
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、「
小
学
校
は
１
学
級
10
人
以

上
、
中
学
校
は
１
学
級
20
人
以
上
」
と
す
る

町
が
定
め
た
適
正
規
模
に
基
づ
き
、
現
在
の

12
小
学
校
を
４
～
６
校
に
、
５
中
学
校
を
３

校
に
統
合
す
る
も
の
で
、
統
合
時
期
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
や
地
域
と
の
合
意
形
成
に
よ

り
前
倒
し
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、

小
学
校
は
令
和
６
年
度
、
中
学
校
は
令
和
３

年
度
と
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
、窪
川
地
域
の
川
口・仁
井
田・

影
野
・
七
里
・
米
奥
小
学
校
の
５
校
を
窪
川

小
学
校
に
、
興
津
小
学
校
を
東
又
小
学
校
に
、

ま
た
、大
正
地
域
の
北
ノ
川
小
学
校
を
田
野
々

小
学
校
に
、
十
和
地
域
の
昭
和
小
学
校
を
十

川
小
学
校
に
統
合
す
る
計
画
で
す
。

　

た
だ
し
、
窪
川
地
域
の
仁
井
田
と
影
野
、

七
里
と
米
奥
の
そ
れ
ぞ
れ
近
隣
す
る
２
組
の

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
合
計
児
童
数
が
令
和

６
年
度
以
降
も
継
続
し
て
適
正
規
模
を
満
た

す
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
２
校
の
み
で
の
統

合
と
な
り
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
窪
川
地
域
の
興
津
中
学
校

を
窪
川
中
学
校
に
、
大
正
地
域
の
北
ノ
川
中

学
校
を
大
正
中
学
校
に
統
合
す
る
計
画
で
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
は
、
小
学
校
区
ご
と
に
説

明
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


